平成１９年度　「観光カリスマ塾」開催概要
	【開催地】　　広島県呉市
【開催期間】　　平成１９年１０月４日（水）～５日（金）、１泊２日
【テーマ】　　『体験型観光地づくり』
　　　　　　　　　　　　～島ぐるみの取り組み～
【塾長紹介】　　松浦　宣秀　（藻塩(もしお)の会　代表） 
○瀬戸内海の古代の塩づくりを解明した「藻塩のカリスマ」
古代の塩づくり方法を解明・再現し、「海人（あまびと）の藻塩」誕生に貢献。

塩づくり体験を島ぐるみの取組みに広げ、知名度向上、雇用の促進、地場産業の育成など多様な効果を生み出し、古代の塩づくりを通した地域振興・観光振興に活躍。

	【開催地】　　奈良県奈良市
【開催期間】　　平成１９年１０月１８日（木）～１９日（金）、１泊２日
【テーマ】　　『古都奈良を生かした新しい発信』
～奈良公園・ならまちと古民家ペンションに泊まる農業体験ツアー～
【塾長紹介】　　朝廣　佳子　（(株)読売奈良ライフ　代表取締役兼編集長） 
○「『奈良らしさ』を追求し『なら燈花会』を成功に導いたカリスマ」
　　　　　　　　　　　　　奈良公園一帯を幻想的なろうそくの灯りで演出する「なら燈花会」のリーダー。

ボランティアの協力による市民主体のイベントとして地域に根付かせ、「奈良の夏の一大イベント」に。

	【開催地】　　熊本県南小国町
【開催期間】　　平成１９年１０月２３日（火）～２４日（水）、１泊２日

【テーマ】　　『黒川温泉の風景づくり』
【塾長紹介】　　後藤　哲也　（(有)新明館　代表取締役）
　　　　　　　　　　　○「癒し空間演出のカリスマ」 
岩山を掘り抜いて作った幻想的な露天風呂で、癒しを求める顧客の心を捉える。また、樹木の配置までもこだわり、統一感ある街並みと素朴でくつろげる雰囲気の温泉郷作りに取り組み、黒川温泉郷全体の活性化に貢献。
※塾修了後、引き続き「観光・まちづくりネットワーク九州」（19.10.24～25、九州観光推進機構主催）が大分県竹田市直入町において開催されます。参加希望の方は、九州運輸局（092-472-2920）までお問い合わせ下さい。

	【開催地】　　山梨県富士河口湖町
【開催期間】　　平成１９年１０月２５日（木）～２６日（金）、１泊２日

【テーマ】　　『県・市・町・村が元気になる秘訣』
～人間の五感に訴える地域づくりを進めよう～
【塾長紹介】　　小佐野　常夫　（富士河口湖町長）

　　　　　　　　　　　○「五感に訴える町おこし」カリスマ
「湖面に富士を映す美しい河口湖」という大自然に恵まれた状況に甘んじることなく「五感に訴える町おこし政策」をテーマに観光立町としての基盤整備やイベント展開、全国初の遊漁税の導入、温泉掘削など、様々な政策による町づくりに取り組み河口湖町を強力な観光地域に。

	【開催地】　　福島県会津若松市
【開催期間】　　平成１９年１１月１日（木）～２日（金）、１泊２日
【テーマ】　　『まちづくりと観光振興』
【塾長紹介】　　渋川　恵男　（会津若松商工会議所副会頭） 
○「街並み整備によるまちなか観光のカリスマ」

空洞化が進む会津若松市七日町通りにかつての賑わいを戻すため、蔵や木造商家、洋館などの既存建物を活かした街並み整備のための組織化を図り、建物の修景と併せた業種転換・空き店舗の活用や各種イベントを開催。
ハード・ソフト両面で誘客に尽力し、「まちなか観光」を推進。

	【開催地】　　三重県伊賀市
【開催期間】　　平成１９年１１月１２日（月）～１３日（火）、１泊２日

【テーマ】　　『事業と運動を一体化した理想的な農村産業への挑戦』
　　　　　　　　　　　　～地域おこしを必ず成功させる方法～
【塾長紹介】　　吉田　修　（伊賀の里モクモク手づくりファーム　代表取締役専務）
　　　　　　　　　　　○「企業的農業経営による地域ブランド、農村交流ネットワーク構築のカリスマ」
「おいしさと安心の両立」（自然・農業・手づくり）をテーマに、無添加のハム・ウィンナー等の地域ブランドを開発し、手づくり体験や情操教育の場を提供。

地域農業と農村文化、自然環境にとことんこだわり、消費者と生産者との交流を通じた地域の活性化に貢献。

	開催地】　　愛媛県伊予市
【開催期間】　　平成１９年１１月１５日（木）～１６日（金）、１泊２日

【テーマ】　　『地域資源を生かした観光のまちづくり』

【塾長紹介】　　若松　進一　（夕日のミュージアム　名誉館長）

　　　　　　　　　　　○真似しない、真似できないアイデアで地域力を作り上げるカリスマ
　　　　　　　　　　　　　まちづくりの意識を高めるための組織作りに力を入れる一方、夕日をコンセプトにしたまちづくりを行い「他の市町村を見習わない。見習ったら規模の大小の勝負になる。オンリーワンなら、自分たちの汗と知恵があればできる。」をモットーに、話題を呼ぶ仕掛けをつくり、地域の活性化に貢献。

	【開催地】　　石川県加賀市
【開催期間】　　平成１９年３月３日（月）～４日（火）、１泊２日

【テーマ】　　『伝統・文化を重視した温泉街づくり（仮）』
【塾長紹介】　　萬谷 正幸　（よろづや観光㈱　代表取締役社長）
　　　　　　　　　　　○「伝統・文化を重視した温泉街づくりのカリスマ」
　　　　　　　　　　　　　 「団体遊興型」の温泉観光地から、「個人・時間消費型」に対応した地域づくりのため、旅館施設の一部開放、空き旅館・空き店舗対策事業を率先して着手。空き店舗対策として開設した「べんがらや」は、地域の活性化事業の範。
「人にやさしい湯の里づくりをめざして」をテーマに、ハード・ソフト整備の課題や今後の方向性を示し、地域の再生・活性化・産業振興に尽力。











